
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１７～２３日は「アレルギー週間」です。アレルギーについての正しい知識を提供する

ため、環境再生保全機構は日本アレルギー協会と共催でアレルギー週間記念企画 中央講演会

「アレルギー疾患治療の最前線」を開催します。 

 

近年、ぜん息をはじめとするアレルギー疾患をもつ人は増加傾向にあります。一方でアレル

ギー治療の進歩により、良好なコントロールを維持することができるようになっています。そ

こで、最新のアレルギー治療について、正しい情報の提供を目的に、「ぜん息」、「食物アレル

ギー」、「花粉症」について、アレルギー分野のエキスパートの医師による講演会を開催するこ

ととしました。 

 

環境再生保全機構は、公害健康被害予防事業として、大気汚染の影響による健康被害（ぜん

息・ＣＯＰＤ）の発症・悪化の防止、健康の回復等に関する知識の普及・啓発事業、パンフレ

ットの作成や講演会などの開催を行っています。詳細は、環境再生保全機構ホームページ

（http://www.erca.go.jp/yobou/）をご覧ください。 

 

【開催概要】（詳しくは別添チラシ参照） 

日時 

平成 27 年 2 月 22 日（日） 

13:00－16：30（受付開始 12：30） 

 

会場 砂防会館 別館 1F 

 （東京都千代田区平河町 2-7-5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報道発表資料】 
独立行政法人 環境再生保全機構

［環境省記者クラブ配付］ 

定員 400 名  参加費 無料  

  

内容 

・「小児気管支喘息の治療管理」 

  西牟田 敏之 氏（国立病院機構下志津病院 名誉院長） 

 ・「成人気管支喘息の最新治療」 

   足立 満 氏（国際医療福祉大学 教授） 

 ・「花粉症の最新治療」 

   後藤 穣 氏（日本医科大学多摩永山病院 病院教授） 

 ・「食物アレルギー治療の現状と未来」 

   下条 直樹 氏（千葉大学大学院医学研究院 小児病態学 教授） 

・パネルディスカッション 

  総合司会 宮本 昭正 氏（公益財団法人日本アレルギー協会理事長）

＊当日取材を希望される方は、平成２７年２月１８日（水）１７時までに、連絡先電話番号

（044-520-9567）までお問い合わせください。 

平成 27 年 2月 10 日（火） 連絡先 044-520-9567

独立行政法人 環境再生保全機構 予防事業部 

事業課長 森田 将義 

担  当 坂本水穗子  

穴吹 夏子 

田中健太郎 

（イベント開催のご案内） 
アレルギー週間記念企画講演会 を開催します 

テーマ「アレルギー疾患治療の最前線」 






